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本の世界を届ける 

 

「春、一年生ははじめての 

よみきかせでした。よみき 

かせが大すきになりました。 

夏、虫の本をよんでもらい 

ました。虫のことがいろいろ 

わかりました。たくさんの 

虫の本をかりたいなあと思い    山内小学校閉校式で記念の風船を大空に 

ました。」             

これは三月二日、山内小学校最後の読みきかせの折、子どもたちが言っ

てくれたお礼の言葉の一部です。 

ミルキーの会（山内小学校・読みきかせボランティアグループ）が発足

したのは十三年前。学校の協力とお母さんたちの熱意で誕生しました。十

三年前、百二十名いた児童数は、今では半減し五十名になりました。ミル

キーの会員も我が子の卒業と共に退会され、ここ二，三年は、五名でやり

くりするようになりました。 

十三年間、会の機関車役は代表の K さん、手作り紙芝居や人形製作を引

き受けた O さん、昔からの仲間Ｙさん、図書館のことを何より大切に思っ

ている S さんと、すばらしい仲間たちの情熱が続けることができた要因だ

と思います。 

 退職後、子ども達と関わることを楽しみにしていた私も入会させてもら

いました。八年間の活動の中で絵本の読み方、本修理の方法、パネルシア
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ターのはり絵作り、手遊び用の小道具作り等の講座（主催：子どもの本ネ

ットワーク協議会 五島っ子）で学ばせてもらいました。 

 読みたい本は自分で求めることがほとんどでしたが、退職後は図書館に

通う時間ができました。図書館通いの楽しさも二年過ぎた頃、目の異変で

活字を思うように追えなくなりました。そんなある日、図書館で知人に声

をかけられました。「目が見えなくて」と、気付かなかったことを詫びた

つもりが 

「目が見えない人はこんな所には来ません」 

という言葉が返ってきました。どのように見えないのか説明するのはむず

かしい。目が見えない人は図書館には行かないというのは少し違うように

思います。大きな図書館には点字の本、朗読テープ、ＣＤなどがあり貸し

出しています。 

 私の場合は点字・朗読テープのような物ではなく、生の人間の声で私の

好きな本を読んでもらいたいのです。大変わがままなお願いかもしれませ

ん。今まで読むボランティアをしてきたけれどもこれからは読んでもらう

サービスを受けたいのです。新しい図書館に対面で本を読んでもらう部屋

を設置して欲しいのです。自分で読むのが一番いいに決まっています。し

かし、それがかなわなくなった人も図書館で本の世界にふれることができ

たらどんなにすばらしいことでしょう。 

 [リレーエッセイ6] 

                        吉田 とみ子（五島市図書館友の会会員） 

 

 

最近の活動から  

毎月、図書館休館日に館内の「アートのひろば」展示作業をしています。 

    掲示期間は２カ月間 （展示してくださる方を募集中） 

平成 28 年 11 月～12 月の掲示は「シュロの葉工芸とマクラメ編み」

（米 左和さん・富江町） 
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高齢者と図書館              

 

 

 

                               

２年前、図書館友の会として、佐々町・伊万里市・佐世保市図書館などを廻

りました。 

五島市と人口などが近い伊万里市民図書館が印象に残っております。 

そこには高齢者への配慮がいろいろな所でみうけられました。 

これからの更なる高齢化率を踏まえ、高齢者も自由に利用できる施設として

の図書館を考えてみました。 

図書館は高齢者と共に、どのような種類のサービスを提供できるだろうか？ 

もちろん図書館の基本機能としての役割（貸出・予約・レファレンス・移動

図書館）のほか 

・高齢者が学習活動を通して社会参画すること（時代を経てきた生き字引と

して）郷土資料の収集保管作業 

・ 高齢者自身による施設整備（図書整理、清掃作業）など関わり合ってい
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く図書館ボランティア 

・高齢者向けの健康・食生活・栄養講座等の開催 

・高齢者の読書も助ける「大活字本」の整備 

・高齢者の自由な歓談スペース 

（幼児フリースペース、学生の学習スペース、高齢者向けのスペース、など

のゾーンを館内で分けたうえで） 

・ 憩いの場として・・・日本茶、和菓子などの喫茶サービス（有料飲食ス

ペース） 

・ＤＶＤ視聴スペース（視聴覚サービス） 

・各社新聞読書スペース（大人の書斎） 

以上のような機能を備えた、公共図書館を地域のコミュニティ・情報センタ

ーとしての役割を担うものです。 

新図書館建設は高齢者への社会参加と福祉の充実、そして我々大人から子供

たちの未来への投資としての役割も重要なものです。多くの市民の意見を取

り入れて建設してほしいものです。（五島市図書館友の会役員・古賀 義和） 

 

参考 ＮＨＫ「 図書館の役割って何 」 

http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/232510.html 

文科省「これからの図書館の在り方」

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/giron/05080301/001.htm 

 

                                    

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

                

平成 29 年第 6 回総会のご案内 

 

日時：4 月 23 日（日）午後２時～    

場所：図書館３階 

 １部・28 年度活動報告・会計報告・役員選出 

１     ・29 年度活動予定など 

２部・「新図書館建設について」 

五島市生涯学習課 

 

第10回「読書会」のご案内  

           

『神さまのカルテ』夏川 草介（著） 

4 月 26 日（水）午前 10:00～図書館 3 階 

（課題本は図書館にあります） 

     

 

http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/232510.html
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■ 展示作業・棚整理は毎月、図書館休館日の月末です。時間は午前 10時～11時予定 

   4月 30日（日）／5月 31日（水）／6月 30日（金） 

 

● 五島市図書館友の会のホームページ（作製・更新／担当：古賀 義和）をご存じで

すか。ご覧になってください。書き込みも待っています。 

                       

                         

「島づくり」に関わることで、子ども達に 

残すものは何か、何ができるのか？ 

う ら ら の 春 は 、 も の 思 う 春 で す 。     

K・S 

第３回 古本まつり 

 

時：平成２９年５月２８日（日）午前１０時～午後３時 

                       場所：図書館玄関前 

 

◆ 家で眠っている本をゆずってください     

◆ 絵本・コミック・小説など大歓迎・提供された本の事後処理は 

主催者に一任、願います 

◆ 全集・百科事典・余りにも古い本はお断りします。 

◆ 平成 29 年 5 月 20 日までに図書館一階階段下までお運びください        

 

 


